







学位論文題 目  Decreased FocalInflammatory Response by G－CSF  
MayImprove Stroke Outcome After Transient Middle  
CerebralArtery Occlusionin Rats  
（ラットー過性中大脳動脈閉塞後の予後改善は，G－CSF投与  
による局所炎症反応の軽減による可能性がある）   
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していた 伊＜0．05）。   
以上より，G・CSf’投与による神経保護効果の機序の一部には，局所の炎症反応抑制が関与  
している可能性が示唆された。  





うに関わっているかを検討したo G－CSFを投与することによって、脳梗塞巣の  
縮小効果が認められ、初期の炎症反応のマーカーであるt。m。r。eCr。Sis  
factor－α（TNF－α）とtransforminggrowth factor－β（TGF－β）が有意に低下  
していた0 これは、G－CSFの神経保護効果の一部が局所の炎症反応を抑制して  
いることによるものと考えられた。本研究は、脳梗塞に対する治療法の一つと  
してG－CSFを考えるための基礎的データとして貴重なものである。  
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
